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江別市立江別第一小学校 学校だより 発行責任者 黒 川 淳 司 

地域とともに歩む学校へ 

                         教 務  水 元 康 公 

江別第一小学校は、子どもたちの未来を拓き、地域に開かれた学校を教育目標に掲げています。開校二年目を迎えた今

年は、さらに多くの皆様に足を運んでいただき、本校の教育活動に協力いただけるよう、従来の学校行事への参観の呼び

かけの他に様々な地域開放事業や地域連携事業に取り組んでいます。例えば、地域で音楽活動をされている方をお招きし

ての“ロビーコンサート”やえべつ笑の会の皆さんの尽力で実現した“一笑寄席”、地域を知る学習として石狩川財団によ

る“調査船弁天丸乗船体験”や札幌圏広域財団および本校PTA特別会計の補助もいただいている“kitaraジュニアコン

サート”、JA北石狩青年部の皆様による食農体験学習“グリーンスクール”などがあります。また、大学との連携事業と

して、北翔大陸上部による“走り方教室”に、情報大情報メディア学部による“プロジェクションマッピング体験”など

にも参加する機会を頂いています。 

２年目を迎えた今年は、保護者や地域の皆様の声をいただきなが

ら、本校独自の取組として“一笑祭り”と“第一小deランチ”を開

催しました。“一笑祭り”は、本校PTA有志による一笑サポーター

主催で、「夏の思い出の一つとして学校を活用した手作りの縁日を！」

という声から発案したものです。準備段階での不安を吹き飛ばすよ

うな、子どもたちの歓声と笑顔に溢れた盛況ぶりでした。多少のハ

プニングもありましたが、子どもも大人も皆笑顔で対応しながら、

第一小学校として初となる縁日はあっという間に売り切れ続出の閉

店となりました。およそ 400 名を越える来場者数も大変喜ばしいことの一つでしたが、それ以上に嬉しかったことは当

日の売り場手伝いに保護者や本校OB・OG だけでなく、地域の方にも加わっていただけたことです。あまりの盛況ぶり

に、売り子間でゆっくりお話をする時間を取れなかったのが残念ですが、この行事をきっかけに本校をもっと身近なもの

として感じていただけるようになったのではないでしょうか。 

“第一小deランチ”は、他の学校にはない本校施設の特徴の一つ、

眺めの良い開放空間を利用したランチルームでの給食試食会です。

保護者の方を対象にした試食会はよく聞かれますが、お子さんが卒

業してしまうと給食を食べる機会はなかなかないようです。そんな

地域の皆さんを対象にした試食会をと考えました。また、食と農の

まち江別市では、給食センターや栄養教諭を中心に生涯学習として

の食育にも力を入れています。先日行われた第一回目の“第一小de

ランチ”では、江別産食材をふんだんに使ったメニューを楽しんで

いただきました。市立病院や青年センター、コミセンなどご案内チラシの貼付にご協力いただきながら、４０名の地域の

方をお招きしての会となりました。途中、スライドショーでご覧いただいた子どもたちの活動の様子や、４年生以上の有

志児童によるリコーダー演奏がランチタイムに華を添えてくれました。この日は学校見学会も兼ね、校舎内の最新設備を

ご案内させていただいています。１食２７４円という給食ですが、どの世代の方にも学校の思い出の一つに給食があり、

それぞれ昔のことを思い出しながら楽しいひと時を過ごしていただけたことと思います。 

これからも、保護者や地域の皆様の声を活かしながら、地域とともに歩む学校をめざして地域連携係として様々な企画

を進めてまいりたいと思います。今後とも、温かいご支援をよろしくお願いいたします。 

ななかまど 
４月の学校行事 
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 ８月３１日（木）～９月１日（金）の２日間、６年生の修学旅行が行

われました。テーマは「～One Soul～ 最親、最協、最高 大切に」で

す。親しい友を協力して、高いテンションで、という意味が込められて

いました。前日の結団式の体育館からこれが感じられ熱気に包まれてい

ました。当日は朝から天候が心配されましたが、日頃からの子ども達の

生活ぶりにお天道様も味方をしてくれたような晴天でした。出発式は、

グランウンドで行いました。始めの言葉から、校長先生のお話がありま

した。のりのりの校長先生の挨拶とそれを上回る６年生みんなのハイテ

ンションぶりが印象に残りました。青木先生からは、「去年の６年生は、

素晴らしい成果をあげた旅行を終え伝説をつくりました。今年はそれを

上回って素晴らしい旅行にする、それを伝統といいます。今年はさらに

がんばりましょう。」の言葉のもと全員で「行ってきます！」の挨拶を保

護者の皆さんにして出発しました。バスの中ではノンストップで歌をう

たい元気にルスツリゾートに向かいました。ルスツリゾートでは、各班

に分かれて遊具を楽しみました。「マイルドコース」などと遊具の危険度

(?)に合わせたコース名称もあったようです。班名も「チームボンド（絆）

とか、チームワンダフルとかユニークなものが多くありました。児童の

作文からは「部屋で過ごした時間が一番の思い出です。」「ルスツのスペ

ースショットがが一番楽しかった。」「小樽銀行で一億円の重さを体験し

ました。」「洞爺湖の花火がすごかったです。」など多くの思い出が聞こえ

てきました。担任の先生方からは、一度も注意することなく自発的に行

動していた６年生がとても頼もしく、立派に成長したと聞いております。

添乗員の方からも「入館式の態度も群を抜いて素晴らしいです。」とお褒

めの言葉をいただきました。思い出に残る旅行でしたね。 

 ２６日（火）５校時に、体育館で後期児童会役員選挙が行

われました。会長、副会長、書記に４～６年生が学級を代表

して立候補し、政策を訴えました。どの学年の児童も、演説

原稿を暗記し、会場の一人一人に訴えるように、ジェスチャ

ーを交えて発表していました。優劣つけがたい素晴らし発表

でした。特に６年生は両クラスとも直前の学活で、立候補者

の演説に磨きをかける取組をおこなっていたことが印象に

残りました。この発表も伝統になることでしょう。 

 

11日全校朝会で、いじめ撲滅集会を行いました。夏休み前から各学級

で取り組んできた、いじめをなくすための標語について、発表と児童会か

ら決定した標語のお披露目がありました。まず６年１組の代表児童から１

年１組へ、なかま学級の代表児童から６年２組、１年２組へと続きました。

それぞれの学級で６月のいじめ調査や、７月の児童アンケートを踏まえて

の標語作りでした。例えば１の１では「いじめは だめだよ もうやめて 

みんな なかよし だいいちしょう」を考えました。どの学級・学年も堂々

とした発表が印象に残りました。 

このあと黒川校長から、いじめをしてしまいがちな人がよく使う言葉の

紹介がありました。みなさん何かわかりますか。「せい」です。例えば「俺

は悪くない。あいつのせいだ」なんていう考え方の延長線上に「いじめ」

があるということです。逆に他の人をいたわる時によく使う言葉は、「お

かげ」だということです。児童もうなずいて聞いておりました。最後には

児童会から「いじめだめ！みんなでつくろう 一笑の絆」が発表されまし

た。後期には学芸発表会があり、それに向けた練習が行われます。その時

に仲間とうまくいかないことがあれば、この日の標語を思い出して行動し

てほしいと思います。「いじめだめ！みんなでつくろう 一笑の絆」 



児童アンケート(7月) 
Aの
比率 

Bの
比率 

Cの比
率 

Dの
比率 

夢
・
未
来 

① わたしは、学校での生活が楽しいです。 84.8  12.6  2.4  0.2  

② わたしには、よいところがあると思います。 60.6  26.4  10.4  2.6  

③ わたしには、将来の夢や目標があります。 81.1  12.6  4.4  2.0  

④ わたしはクラスや学校で自分の役割があります。 93.0  5.7  1.1  0.2  

⑤ どんなことにも すすんで取り組むやる気があります。 75.7  20.8  2.7  0.9  

思
い
や
り 

⑥ わたしは、先生や友だちに元気なあいさつをしています。  65.6  30.0  4.2  0.2  

⑦ わたしは、学校のきまりや友だちとの約束を守っています。 79.7  17.2  2.4  0.7  

⑧ いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思います。 94.7  4.0  1.3  0.0  

⑨ 困っている友だちに、やさしく声をかけることができます。 80.1  16.6  2.9  0.4  

学
び
考
え
る 

⑩ 授業は楽しく、わかりやすいと思う。 84.1  13.9  1.5  0.4  

⑪ 黒板の字の大きさや、話す声の大きさはちょうどよいと思う。 87.7  11.2  1.1  0.0  

⑫ わたしは、授業中すすんで発表したり質問したりしています。 54.2  34.2  10.3  1.3  

⑬ わたしは、授業中先生や友だちの話をしっかり聞いています。 74.1  23.0  2.9  0.0  

⑭ わたしは、家庭学習にすすんで取り組んでいます。 69.8  21.6  6.8  1.8  

粘
り
強
さ 

⑮ わたしは、係や当番の仕事にしっかり取り組んでいます。 87.0  11.7  1.1  0.2  

⑯ わたしは、学習や生活に めあてを持って過ごしています。 69.4  26.4  4.0  0.2  

⑰ わたしは、友だちと協力して、学習や仕事に取り組んでいます。 78.6  17.6  3.5  0.2  

逞
し
さ 

⑱ わたしは、朝ごはんを食べて登校しています。 82.4  11.9  4.8  0.9  

⑲ わたしは、好き嫌いをせず給食を残さず食べています。 50.0  34.4  12.6  3.1  

⑳ わたしは、休み時間は、外でよく遊んでいます。 71.1  17.6  8.6  2.4  

き
ま
り 

㉑ 号令・挨拶をしっかりして、けじめある行動ができます。 71.1  25.2  2.6  1.1  

㉒ 集中して授業に参加し、正しくノートを書くことができます。 73.1  23.3  3.3  0.2  

㉓ 学習用具や机・棚の整理整頓ができます。 76.2  18.3  4.6  0.9  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全校児童を対象に学校評価アンケート

を年間２回実施しています。子どもたち

の声を反映し教育活動の改善充実を図る

ことと、子どもたち自身の学校生活の振

り返りという二つの側面を持っています。

７月の調査結果及び分析を終えたのでご

報告いたします。  

全般的にＡ評価が多かった中でも特に

数値として顕著だったのは、①学校生活

の満足度、④学級における所属感、⑧い

じめ撲滅の意識、⑩⑪授業の進め方でそ

の割合が多かったことです。 

一方で、②自己肯定感、⑫授業時の発

言、⑲給食の好き嫌いの項目でやや低い

割合となっていました。 

各種行事を通じ達成する喜びを実感さ

せたり、道徳教育の充実を図ったりしな

がら自分のよさに気づかせ、授業時の発

言機会が増えるような授業の工夫を図る

等、改善を図っていきたいと考えていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

９月２日（土）に「一笑サポーター（会長；齋藤靖史）」による第一回“一笑祭り” 

が開催されました。「一笑サポーター」とは“仕事の関係で PTA委員はなかなか 

できないけれど、何か学校のために協力できないか”といった働くお父さん・お 

母さんの有志組織です。有志組織なので任期も学級枠もＯＢ・ＯＧも自由。 

最初の活動が、“夏の思い出の一つとして、学校を使 

たっ縁日を開いたらどうだろう”という声から、手作りの 

お祭りを企画する運びとなりました。 

今回は準備・周知期間が短かったため、現金扱い 

としましたが、どのコーナーも一律３０円という採算度外                

視の設定で、子どもたちに楽しんでもいました。                   当日は２０００以上の景品を用意していましたが、 

予想以上の来場者に各店舗は常に長蛇の列、１時

間                                             間ほどで完売閉店になってしまうほどのコーナーも。 

足を運んでくれた子どもたちの笑顔が最大の喜びで  

あり、「楽しかった！」「来年もまたやってほしい！」 

という声が、次年度の企画への最大の原動力となる事でしょう。 

また、運営側としてご協力いただきました保護者および地域の皆さんの

ご厚意に感謝申し上げます。学校に集う子どもたちのために、保護者と地

域が一体となった一笑サポーターならではの記念すべき一歩になりまし

た。ありがとうございました。 

 

19日に行われた１年生の生活体験学習

の一コマです。途中雨がぱらつきました

が、お友達と楽しく参加できましたね。 



江別市教育委員会 学校教育課 

 江別市学校支援地域本部事務局 宛 

      住 所  〒067‐0074 江別市高砂町24‐6 

電 話  ０１１－３８１－１０５８ 

      コーディネーター  島 田  茂 

申込先 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

■募集■「地域ボランティア」 

 江別市教育委員会から、例年地域にご案内させていただ

いている地域支援ボランティアの募集です。 

表にあるように、体育、家庭科、冬休み学習室の指導補

助をお願いしたいと考えます。２０歳以上で、ご協力いた

だける地域住民の皆様は、下記にお電話ください。（なお各

自治会様を通して同様の案内文書を配付しております） 

 

 

 

 

 

 

■ご案内■一斉公開日 

 １０月１８日（水）に今年度２回目となる市内一斉公開

日があります。９月末の「第一小 de lunch」のご来校に

都合がつかなかった方は、子ども達の活動の様子を見に来

て下さい。今回は、水曜日開催となり、職員会議の日程に

ぶつかっております。そのため、会議日課５時間で終了は

午後２時と例年より早い終了となります。たくさんのご来

校をお待ちしております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

日 曜 行 事 予 定 

1 日  

2 月 
児童委①、校内作品展⑤、安全点検日、図書館サポーター、

先生による街頭指導⑥、PTA研修委員会「お腹元気教室」 

3 火  

4 水 研修日 

5 木 前期終業式 

6 金 秋季休業 

7 土 土曜開放 

8 日   

9 月 体育の日 

10 火 
後期始業式・認証式、全校５H、児童委員会② 

ＳＳ１(1・6年) 

11 水 人権教室(4～6年)、研修日  

12 木 人権教室(1～3年) 

13 金 休業日、石)二次協議会【社会科部会会場；４の２授業】 

14 土 土曜広場⑤、土曜開放 

15 日   

16 月 児童委員会③、食育お弁当の日 

17 火  

18 水 一斉公開日②、江別市ＰＴＡ講演会 

19 木 読み聞かせ、 

20 金 児童総会（５H） 

21 土 土曜開放 

22 日 資源回収 

23 月 学芸発表会特別時間割開始  

24 火  

25 水 研修日⑭ 

26 木 食育５年  

27 金  

28 土  

29 日   

30 月 学芸発表会実行委員会② 

31 火  

■児童のみなさんへ 

【10月の生活目標】 

・学芸発表会を成功させよう。 
【10月の給食目標】 
・栄養について考えよう。 

９月１２日～１９日までの５日間で、個人懇談を開催い

たしました。短い時間ではありましたが、お子さんの様子

を交流できたことでとても楽しく実りある時間を過ごす

ことができました。改めてお礼申し上げます。もうすぐ前

期が終了します。後期のスタートに向けて秋休みは学習や

運動、読書を継続して過ごしてほしいと考えます。ご来校

ありがとうございました。 

10月の予定 

★土曜開放  １０月７日、１４日、２１日の３日間です。 

★心の教室相談員来校日  

 ２日（月）、５日（木）、１０日（火）、１２日（木）、１６日（月） 

１９日（木）、２３日（月）、２４日（火）、２７日（木）、３０日（月）

の10日間です。 

第2回PTA研修会 「お腹元気教室」を予定通り 
平成29年１０月２日（月）10:00～家庭科室・ランチ

ルームで行います。参加される方は、エプロン、三角巾、
手を拭くタオルを持参下さい。PTA プレートの着用もお
忘れないようお願いいたします。 

★「SS１運動」★ 

【保護者・地域の皆様へ】 

（１）定期SS1運動は次回10月10日（火）です。１・６年生担当です。 

（２）上記日程のSS1運動に地域の皆様のご協力もお願いいたします。 

9月と時期が近いのですが後期の開始の日です。よろしくお願いいたします。 


